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SMZV(すぽめぞぶい)という擬似流星群 

図１中の四角枠で囲んだ領域が見慣れない記号 SMZV です。これはおとめ座流星群と混同

されやすい散在流星の放射領域を示しています。実は、おとめ座流星群の放射領域の東(スピ

カの東) には、速度が M～R 流星の巣があってほぼ毎夜活動しています(別表の当該欄参照)。 



これらは明瞭な密集放射点を作ることのない散在流星の領域で筆者は独自に Sporadic 

Meteors Zone in Virgo(略して SMZV)と呼んでいます。他の季節、位置にも複数ありますの

でその都度注意喚起します。おとめ群の観測時にはこの散在流星の混入をしないよう気を遣

うべきです。便宜上、おとめ群という呼称を使いましたが所謂ひとつに固まったおとめ座流

星群というものは存在していません。これについては後ほど詳しく触れます。 

解説 

眼視観測の醍醐味はなんと言っても「ライブ」感です、夜空の異変は直ぐ伝わってきます。

いまどき(こんなに観測機器が発達しているのに)わざわざ眼視観測にこだわるのは、ハンタ

ーが獲物の気配を感じて仕留めるに似た快感が忘れられないからです。 

獲物は確実に仕留めました。「おとめ」｢しし｣と「へび」が比較的活発でした。但し、短時

間観測では捕捉は困難だと思われます。じゃあ眼視観測やらないという選択をするのは自由

ですが、どんな観測方法でも楽勝とはいかない困難さがあります。 

表 1 の観測量で表 2 の結果を得ました。１夜当りの平均観測時間は約 222 分です。この仕

事(IAU 確認観測)をはじめた頃に比較するとかなりの流星群が整理・淘汰されて来ました。

図 1 のサンプル数が少ないのですっきりしています。 

目的は眼視観測に適した流星群のリストアップですから、切り捨て御免は当然の方針です。 

IAU №27 KSE へび座κ流星群 

1970 年代に盛んだった頃に比較するとずいぶんこじんまりしましたが今年も健在です。 

毎年弱い活動で、今年も豊富な印象はないものの下旬から４月はじめにかけて存在は確実で

す。とりわけ微光流星だと感じません(筆者の現在の観測環境は最良でも 5 等です)。70 年代

に見たときも微光流星だったという印象はありません。最大 HR=2。 

IAU №124 SVI ３月おとめ座南流星群 

近くで活動する３月おとめ座北流星群(NVI)も南群ほどでないけれど活動しています。南

群は 22/23 が明瞭でした。最大 HR=2。わずかな数でも出ればわかるのが楽しいです。先月

から続くはずのおとめ座η流星群(EVI)は今月には見られません。 

さて、上述した SMZV として集計しましたが、28/29 にスピカの直ぐ東からやや速い流星

が２個出ています。№509 おとめ座κ流星群(KVI)、Vg=37km/s ☉6°α208 δ-8 が該当

しそうです。速度も違和感ありません。これに関して少しながら検討をくわえます。 



SMZV と流星群との関係性 

筆者が名古屋流星会議にて報告した拙文中の図表を図２に示します。図中の四角窓の数字

が Vg です。おとめ群と同じ軌道長半径(2.4AU)をもつ楕円軌道を指定した日の指定した放射

点から流星出現をさせると、どんな軌道要素とどんな対地速度をもつかを計算したものです。

特に注目したのは速度 Vg と降交(昇交)点距離で、計算結果は Vg=40.9km/s、地球軌道との

距離差 0.00144AU(<0.0067AU=約 100 万 km)でした。因みにこの場合は降交点出現です。 

この数値の意味は次の通りです。①28/29に出た流星は 0.00144AU(月軌道より近い)の近距離

で出現は確実だと裏づけられる。②軌道はおとめ型に似ているが Vg が本来のおとめ群(通常

20km/s 台前半)よりかなり速い。③(KVI)は厳密にはおとめ群とは言えない。④さらに深読みすると

(KVI)はたまたま少数の放射点が近接しただけで常に存在しない群。⑤この付近はホイップル条件

K>1 となり彗星的(木星族)軌道になる。楽観的に見ても周期約４年の極く弱い出現する流星群。 

一般的(眼視観測的)には、おとめ群に混同されやすい散在流星と判定していいと思います。 

 

 

図２。右ほど見かけ太陽に近く速度も低くなり K<1。Vg>40km/s は別群として判定している。 



IAU №136 SLE しし座σ流星群 

昨年 2022 年は活動が認められなかったので第２級に降格しましたが、今年は確実に出現

したと思われます。27/28 が盛んで最大 HR=3 でした。名前がしし座ですが実際はおとめ座

に放射点があります。Vg=20km/s 台前半なので広義のおとめ群と考えられます。 

おとめ群は 4 月も活動を監視しますから 5 月にこれら広義のおとめ群を放射範囲の評価も

くわえてまとめをします。 

説明が前後しますが、図 1 中の赤丸●が確実な活動が確認できたものです。 

。  

斉藤は 3 月いっぱい冬ごもりです。 

 

以下の流星群名称は和名命名ルールに基づいた名称で統一した。 

 

表中の EVI,NAL,NVI は昨年活動実績があり。とくに NVI は顕著でした。 

また SMZV は個々の放射点が多分おとめ座にありながら明瞭な交点も認められません。。 



 

4 月 6～7 日が火球特異日に関する情報 

 図は前掲の図 2 の続きです。４月 1.5UT における各格子点での状況を示しています。 

 

 1959 年 4 月 7 日にプリグラム隕石が落下しました。軌道計算の結果、放射点はα182δ+8

とのことでした。Vg=17km/s 前後と思われます。図中青い四角で囲んだ部分が隕石となって

降りそうな天体の予想放射点領域です。おとめ群とは直接関係していないと見ています。 

あとがき 

 毎月多いときは 100 個以上の流星の帰属判定をやっています。失礼ながら詳細がブラック

ボックスの AI は用いません。通算で何千個もの判定を行っていると要領がわかってきていろ

いろ発見があります。それが次の眼視観測の糧になっているのはとても有益です。 

3 月分終わり。 


